




連携の事例（案） 

協会けんぽ 
滋賀支部 

協定に基づく守秘義務により 
情報共有が可能に 

滋賀労働局 
各労働基準監督署 

被保険者 
（労働者） 

企業（事業主） 

「高齢者の医療の確保に関する法律」では、
保険者（協会けんぽ等）から求めがあったと
きは、事業主は、労働安全衛生法の健診デー
タを提供することが義務づけられている（①
→②‘） 

①事業所健診デー
タの提供依頼 
（協会けんぽ→企業） 

②事業所健診データ 
が非提供の事業所 
リストを共有 

（メリット） 
・協会けんぽによる保健指導が行
われ、安衛法で規定する保健指
導が促進される 

・データ非提供の場合、健診自体
が未実施の可能性も（未実施の
是正が期待される） 

（メリット） 
健診データの入手により保健指
導などを行え、医療費抑制効果
が期待される 

双方から事業主に健診実
施・データ提供を求めるこ

とにより 
事業主への働きかけが一層

効率的・効果的に 

「労働安全衛生法」では、事業主に次を求
めている： 
・常時使用する労働者に対して、年１回の
一般健康診断（義務） 
・健康診断の結果、特に必要がある労働者
に対して、保健指導（努力医務） 

③‘事業所データを活
用して被保険者に保
健指導など 
（協会けんぽ→被保険者） 

③健診実施の徹底＆
協会けんぽへの事業
所データ提供を勧奨 

②‘事業所データ
提供【義務】 
（企業→協会けんぽ） 



脳・心臓疾患や精神障害などの労災認定状況 

 疾病には、職場と職場以外の双方に要因があるものがあり、世界保健機関（Ｗ

ＨＯ）は、これを「作業関連疾患」と呼んでいます。 

 作業関連疾患の代表的なものとして、脳・心臓疾患や精神障害があり、労災

認定状況は次の通りとなっています。 

 滋賀労働局では、作業関連疾患を防止するため、事業場に対して職場環境の

改善の指導を強化していますが、より効果的に防止するためには、職場の要因

だけでなく、本人の生活習慣など職場以外の要因にも対策を講じていくことが

重要です。 

 図１ 脳・心臓疾患の労災認定状況（滋賀県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 精神障害の労災認定状況（滋賀県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（滋賀労働局作成） 

脳・心臓疾患による 

死亡とは 

「過労死」のことです 












